
南砺市山間過疎地域振興条例による実施事業一覧（令和７年度）

Ｎｏ 分野 事業名 対象となる方、内容など こんな事業です 山間過疎地域における特徴 問い合わせ先

平市民センター　
（☎２３－２０４０）

上平市民センター
（☎２３－２０４３）

利賀市民センター
（☎２３－２０４６）

地域包括ケア課
（☎２３－２０３４）

地域包括ケア課
（☎２３－２０３４）

地域包括ケア課
（☎２３－２０３４）

地域包括ケア課
（☎２３－２０３４）

地域包括ケア課
（☎２３－２０３４）

地域包括ケア課
（☎２３－２０３４）

政策推進課
交通政策係
（☎２３－２０５２）

政策推進課
　交通政策係
（☎２３－２０５２）

南砺で暮らしません課
住宅係
（☎２３－２０３７）

建設維持課
住宅係
（☎２３－２０２２）

1 生活
出前送迎支援

事業

五箇山地域（平地域・上平地域・利賀
地域）に住所がある65歳以上の高齢者
で、次のいずれかに該当する世帯の方

・65歳以上の高齢者のみの世帯
・世帯員に運転免許取得者がなく、交
通手段が徒歩又は公共交通利用のみの
世帯

住民票や戸籍の証明書などの取得を必要とす
る場合に、ご自宅と市民センター間を送迎し
ます。

山間過疎地域（五箇山地域）のみで実施され
る事業です。

2 生活
高齢者等除雪

支援事業

市内に住所があり、かつ１戸建て住宅
に居住し、自力による除雪が困難で、
次のいずれかに該当する方（世帯全員
が申請年度住民税所得割非課税の世帯
に限ります）

・65歳以上のひとり暮らし高齢者また
は高齢者のみ世帯
・65歳以上の高齢者及び小学生以下の
児童で構成する世帯
・身体障害者手帳１級または２級の方
で、ひとり暮らしの障がい者の世帯

屋根雪除雪の費用を助成します。

【助成金額】
　1回当たり14,000円を上限とします。

山間過疎地域では、1降雪期間中の助成回数が
4回となります。
(その他地域の助成回数：1降雪期間中2回ま
で)

3 生活
高齢者等外出

支援事業

市内に住所がある、次のいずれかに該
当する方

・65歳以上の在宅高齢者の方で、要介
護３以上の方
・65歳以上の在宅障がい者で、身体障
害者手帳１級および２級の上肢・下
肢・体幹機能障がいの方

福祉タクシーの利用料を一部助成します。
ただし、利用目的は「医療機関への通院」に
限り、 1月当たり2回を限度とします。

山間過疎地域に在住の方が、走行距離10km以
上で利用する場合、助成金額が増額となりま
す。

4 生活
高齢者等軽度
生活援助事業

市内に住所がある、次のいずれかに該
当する世帯の方
（ただし、世帯全員が申請年度住民税
所得割非課税の世帯に限ります）
・70歳以上のひとり暮らし高齢者世帯
・75歳以上の高齢者のみ世帯
・身体障害者手帳１級および２級の障
がい者のみ世帯

南砺市シルバー人材センターを利用した次の
作業費用の一部を支援します。

・庭木の伐採（剪定を除く）
・庭（家周り）の除草
・家周りの防備（台風対策）
・家屋内整理、清掃
・家周りの除雪（屋根雪下ろしを除く）
・家屋の雪囲い（樹木は除く）
・障子の張替

【助成内容】
　作業費用（機械代、材料費は除く）の半額
を助成します。

山間過疎地域では、1世帯の年間支援限度額が
2万円に増額となります。
(その他地域の年間支援限度額：1万円)。

5 生活

市営バスと民
間バスとの運
賃格差是正事

業

下記対象区間の利用者で、山間過疎地
域で乗車又は降車する方（市内区間利
用者に限ります。）

【対象路線及び区間】
・加越能バス世界遺産バス（城端駅前
～成出間）

・民間路線バスの一部区間を、なんバス（南
砺市営バス）回数券（約160円/枚）で利用で
きます。

・回数券は、13枚綴り2,090円で市民センター
などで購入できます（乗車前の購入が必要で
す。）。

山間過疎地域を含む対象路線のみで実施され
る事業です。

【利用例】
　世界遺産バス
　西赤尾ささら館前～城端駅間で乗車
　　通常料金1,200円
　　　↓
　　回数券1枚（約160円）で利用可能

6 自然環境
克雪住宅普及

事業
山間過疎地域内の住宅で、克雪住宅の
新築・改築・改良をする方

住宅の克雪化工事にかかる費用の一部を補助
します。

【助成内容】
■落雪式住宅
　30万円補助（対象工事費100万円以上の工事
が対象）

■融雪式住宅
　50万円補助（対象工事費150万円以上の工事
が対象）

山間過疎地域のみで実施される事業です。



Ｎｏ 分野 事業名 対象となる方、内容など こんな事業です 山間過疎地域における特徴 問い合わせ先

商工企業立地課
企業立地雇用推進係
（☎２３－２０１８）

商工企業立地課
企業立地雇用推進係
（☎２３－２０１８）

森林・農地整備課
農林整備係
（☎２３－２０１７）

農政課
農地整備係
（☎２３－２０１６）

教育総務課
総務係
（☎２３－２０１２）

教育総務課
総務係
（☎２３－２０１２）

教育総務課
学務係
（☎２３－２０１２）

教育総務課
学務係
（☎２３－２０１２）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

南砺で暮らしません課
定住・空き家対策係
（☎２３－２０３７）

7 産業
企業立地振興

事業
南砺市内で工場等又は物流業務施設の
立地を行う事業者

市内での工場等の新設・増設を行う事業者の
助成を行います。

山間過疎地域で企業立地を行う場合、投下固
定資産額などの助成要件が緩和されます。
【緩和要件】
・新設
投下固定資産額が1,000万円以上(その他地域
は、3,000万円以上)
・増設
投下固定資産額が1,000万円以上(その他地域
は、2,000万円以上)

8 産業
土地改良事業

補助金

土地改良事業（用排水路、農道整備）
の実施主体（町内会、施設管理組合な
ど）

土地改良事業の事業費の一部に補助金を交付
します。
【助成内容】
・補助率40％

山間過疎地域では、補助率が100分の50～100
分の60にかさ上げになります。

9 教育
臨時講師等配

置事業
複式学級を有する市内の小学校

複式学級に臨時講師を配置し、児童の学年に
応じたきめ細やかな学習環境を提供します。

複式学級を有する上平小学校及び利賀学舎
（前期課程）で実施しています。

10 教育
南砺市通学費

補助金
山間過疎地域の住所から市内学校に通
学する児童生徒

通学に際して、市営バス等の利用に係る通学
費(定期券等の実費分)を補助します。

通学する学校から自宅までの距離が2.0km以上
の児童及び3.0km以上の生徒

11 移住・定住
定住奨励金事

業

■転入奨励金
・5年以上市外に住所を有していた方
が、市へ転入届をした日から起算して
前後3年以内に新たに住宅等を取得し
て転居した場合

■持ち家奨励金
・市内に居住している方が同一敷地外
に新たに住宅等を取得して転居した場
合または市へ転入届をする日前に5年
未満市外に住所を有していた者が市内
で住宅を取得し転入した場合

市外からの転入者、市内での転居者の住宅取
得費用を補助します。

【助成内容】
■転入奨励金
・新築住宅：100万円（補助率5/100）
・中古住宅：60万円（補助率1/5）

■持ち家奨励金
・新築住宅：100万円（補助率5/100）
・中古住宅：60万円（補助率1/5）

山間過疎地域は、左記助成額が増額されま
す。
・五箇山地域：2.0倍
・その他の山間過疎地域：1.5倍

12 移住・定住
移住体験ツ

アー
南砺市への移住に興味のある方、移住
を希望する方

移住希望者への移住体験ツアーを実施し、移
住を促進します。

ツアーでは山間過疎地域を滞在地としたり、
体験活動の場とすることで、地域での生活を
ＰＲします。

13 移住・定住
南砺に住んで
みられ事業

南砺市への移住に興味のある方、移住
を希望する方

移住体験ハウスを開設し、移住希望者に1泊
1,000円で南砺市での生活を体験していただ
き、移住を促進します。

移住体験ハウスのうち1カ所は太美山地域にあ
り、地域での生活を体験していただくことが
できます。

14 移住・定住
地域おこし協

力隊
-

地域おこし協力隊員が、地域の課題や問題に
住民の方と協働で取り組みます。

現在、山間過疎地域振興条例対象地域では、
平、上平、利賀地域の地域おこし協力隊が配
置されています。また、城端６次産業化担当
は細野地域、南砺平高校コーディネーター担
当の地域おこし協力隊は平地域に居住してい
ます。

15 その他
金沢大学セミ
ナーハウス

-
大学の交流施設を設置し、ゼミやセミナーの
開催、交流活動などを通して、山間過疎地域
の活性化を進めます。

平地域を中心に、大学と山間過疎地域の交流
拠点として活用されています。


